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新世代ネットワークと革新的サービス 特
集

　皆さんは，LZHやZIP 形式などと呼ばれる「圧縮ツール」
を使ったことがありますでしょうか．大きなファイルを
メールで送るとき，メールサーバに拒否されないように，
圧縮してから添付するのではないかと思います．メールを
受信すると，ファイルを解凍してから開いて，閲覧 ・ 編集
します．一般の圧縮ツールは，データから規則性を見つけ
て短い数列に置き換えるアルゴリズムによって，全体の
データ量を削減します．しかし，置き換えられた数列に意
味はありませんので，解凍と呼ばれる処理によって元の数
列に戻さない限り，ファイルを開くことはできません．
　しかし，圧縮したままでも内容を読み取り，さらにはさ
まざまな操作を実行できる圧縮アルゴリズムが存在しま
す．もちろんデータを削ってしまうことはなく，圧縮前の
元データと全く同じ意味を表します．この圧縮アルゴリズ
ムを用いると，膨大なデータを小さく圧縮したまま操作で
きるようになるため，従来であれば何台ものコンピュータ
を必要とした処理を １ 台で実行できるようになります．ま
た，コンピュータはデータが小さいほど高速な記憶装置で
処理できるため，計算時間を短縮できるというメリットも
あります．
　二分決定グラフ（BDD）と呼ばれるアルゴリズムは，
数列を置き換えるのではなく，同じ数列を繰り返して記述
しないようにします．具体的には， すでに同じ数列が存在
している場合，そこへの道標によって代用します．このた
め，道標をたどっていけば元と同じ情報を読み取れるわけ

です．さらに，ここは言葉で説明するのが難しいところで
はありますが，複数の圧縮データがあったとき，それらに
対してさまざまな「操作」を行うことができます．例えば，
ネットワークの出入口で膨大な数のパケットヘッダを観測
したとき，それらを圧縮して保存しておき，必要になった
ときに入口のみで観測されたパケットを抽出するようなこ
とが簡単にできます．
　現在のインターネットは膨大な量のデータが流れてお
り，それらに対して高速な処理が求められます．このため，
圧縮したままデータを操作できる二分決定グラフのような
アルゴリズムは，ネットワークの性能や信頼性を大幅に向
上させると期待されています．これまでの研究で，複雑な
ルールに基づくパケット分類やネットワーク設定の正しさ
を検証するための基礎技術を開発し，従来比で10から １ 万
倍もの高速化を実現しました．
　元々，二分決定グラフは論理回路設計の分野で発展しま
した．CPUなどの回路を合成し，検証するための技術と
して大成功を収めています．現在では，ネットワークをは
じめとするさまざまな分野に応用の場を広げようとしてい
ます．以前私が在籍していた国家的な研究プロジェクトで
は，電力網設計や避難計画，選挙区割りなど多くの問題に
二分決定グラフを適用し，その幅広い可能性を示しました．
NTTの事業分野はネットワークを超えて大きく広がろう
としていますし，二分決定グラフを用いた技術によってさ
まざまな貢献ができるのではないかと期待しています．
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